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ニーファイの
ようにゆるす ノエル・ランバート・バラス

（ほんとうにあった話
はなし

をもとに書
か

かれました）

アイセアは，ジョシュのことを 
永
えい

遠
えん

におこっていたくはありませんでした。

このお話
はなし

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

アイセアは走
はし

り，チームメートのティモ
シーに向

む

かってボールをけりました。
ティモシーが足

あし

を大
おお

きく後
うし

ろに引
ひ

き，ボール
をゴールにけりこむのが見

み

えました。
「ゴールだ！」ボールがネットをゆらし，

ティモシーがさけびました。
アイセアは歓

かん

声
せい

を上
あ

げました。試
し

合
あい

に勝
か

っ
たのです！

フィールドの外
そと

へと歩
ある

きながら，アイセア
はとてもいい気

き

分
ぶん

を味
あじ

わっていました。けれ
どそのとき，相

あい

手
て

チームのジョシュが，アイ
セアのことをいじわるな名

な

前
まえ

でよびました。
アイセアはおどろき，きずつきました。何

なん

と言
い

えばよいのか分
わ

かりませんでした。ア
イセアはうつむくと，ゆっくりとチームメー
トのところに歩

ある

いて行
い

きました。
「やったな！」ティモシーが言

い

いました。
「最

さい

高
こう

のパスだったよ，アイセア。」
けれど，アイセアの気

き

分
ぶん

はとうてい最
さい

高
こう

と
は言

い

えませんでした。ジョシュにあんなひど
いことを言

い

われたのですから！ アイセアは
悲
かな

しくて，おこってもいました。
その日

ひ

はずっと，アイセアは重
おも

たい荷
に

物
もつ

を
引
ひ

きずっているような気
き

分
ぶん

でした。アイセア
はもうジョシュのことが好

す

きではありません
でした。

その夜
よる

の聖
せい

文
ぶん

の時
じ

間
かん

，アイセアは家
か

族
ぞく

と
一
いっ

緒
しょ

に座
すわ

っていました。妹
いもうと

が読
よ

む声
こえ

に耳
みみ

を
かたむけようとしました。けれど，ついジョ
シュの言

い

ったことを考
かんが

えてしまうのです。
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アイセアは自
じ

分
ぶん

のモルモン書
しょ

のページをパラパラ
とめくりました。ニーファイ第

だい

一
いっ

書
しょ

のせいくが目
め

に
とまりました。ニーファイが兄

あに

たちから不
ふ

親
しん

切
せつ

なこ
とをされた場

ば

面
めん

でした。
「そこでわたしは，兄

あに

たちのしたことをすべて心
こころ

か
らゆるし」と書

か

いてありました。*
ニーファイは兄

あに

たちをゆるしたの？ アイセアは思
おも

いました。あんなにいじわるをされたのに？
アイセアはジョシュのことを考

かんが

えました。ジョシュ
に対

たい

するいやな気
き

持
も

ちを，永
えい

遠
えん

に持
も

っていたくあり
ませんでした。ジョシュはまだ10 才

さい

なのです！
アイセアはニーファイのようになりたいと思

おも

いまし
た。ニーファイが兄

あに

たちをゆるしたのと同
おな

じように，
アイセアもジョシュをゆるすことができるはずです。
それに，もしジョシュがまたいじわるなことを言

い

っ
てきたら，やめてほしいと言

い

えばいいのです。
アイセアは温

あたた

かくて平
へい

安
あん

な気
き

持
も

ちを感
かん

じました。
まるでせいれいから「あなたは正

ただ

しいことをしてい
ますよ」と言

い

われたかのようでした。
「アイセアは，このせいくからどんな原

げん

則
そく

を学
まな

ん
だ？」ママが聞

き

きました。

アイセアは顔
かお

を上
あ

げました。「ごめんなさい。ぼ
く，別

べつ

のせいくを読
よ

んでいたんだ」とアイセアは言
い

い，サッカー場
じょう

で起
お

こったことを家
か

族
ぞく

に話
はな

しました。
ママとパパはアイセアをだきしめました。「ジョ
シュからいじわるをされてつらかったね」とパパが
言
い

いました。「ジョシュが言
い

ったことはほんとうの
ことじゃない。でも，アイセアがそれできずついた
と感

かん

じるのもあたり前
まえ

だよ。」
アイセアはにっこりしました。「ありがとう。少

すこ

し
の間
あいだ

は，すごくはらが立
た

っていたんだ。でも聖
せい

文
ぶん

を
読
よ

んだら，ジョシュにいかりを感
かん

じていたくないっ
て思

おも

って。ゆるしたいんだ。だから，もう気
き

分
ぶん

は良
よ

くなったよ！」
「すごいじゃない！」ママもにっこりと笑

わら

いました。
「ゆるすことは簡

かん

単
たん

じゃないこともあるの。でもアイ
セアは正

ただ

しいわ。そうするだけのかちがあることよ。」
アイセアは自

じ

分
ぶん

の聖
せい

典
てん

に目
め

を落
お

としました。聖
せい

典
てん

が
助
たす

けてくれたのです！ さっきまでの重
おも

たい荷
に

物
もつ

は，
もう消

き

えていました。その代
か

わりに，アイセアの心
こころ

は
温
あたた

かい気
き

持
も

ちと平
へい

安
あん

に満
み

たされていました。●
*1ニーファイ 7：21
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